
2025年度特定開発事業温暖化対策計画書一覧（詳細）
特定開発事業の概要 温室効果ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容

再生可能エネルギー等の活用
に係る検討の結果

受付
番号

特定開発事業
の名称

特定開発事業
を行う土地の
位置及び区域

特定開発事業者
特定開発事業の目

的

特定開発事業
を行う区域の

面積（㎡）
棟番号 用途

延べ面積
（㎡）

備考 エネルギー使用の合理化
ヒートアイランド現象

の緩和
交通環境への配慮 緑の保全と創出 工事に係る配慮 導入予定設備

特定建築物に係る
地球温暖化対策の
措置の評価の目標

工事の着手予
定年月日

工事の完了予
定年月日

1
共同住宅
（本棟）

56,787.43
建築面積：9,481.15㎡
構造：ＲＣ造　階数：地上
７階（645戸）

2
共同住宅
（共用棟）

182.40
建築面積：235.67㎡
構造：ＲＣ造（一部木造）
階数：地上１階

3 ごみ置場 130.77
建築面積：130.77㎡
構造：ＲＣ造　階数：地上
１階

4 電気室① 33.66
建築面積：42.61㎡
構造：ＲＣ造　階数：地上
１階

5 電気室② 37.62
建築面積：53.20㎡
構造：ＲＣ造　階数：地上
１階

6～22 駐輪場 1,174.91
建築面積：949.54㎡
構造：Ｓ造　階数：地上１
階

23～26 バイク置場 76.40
建築面積：76.40㎡
構造：Ｓ造　階数：地上１
階

27
商業施設
（本棟）

11,996.30
建築面積：6,361.35㎡
構造：Ｓ造　階数：地上２
階

28
商業施設
（歩廊）

24.16
建築面積：24.16㎡
構造：Ｓ造　階数：地上１
階

70,443.65

1 工場・事務所 77,730.85
建築面積：19,156.41㎡
構造：鉄骨造　階数：地
上５階

77,730.85

Ａ棟 ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 5,085.43
建築面積：5,273.83㎡
構造：鉄骨造　階数：地
上１階

Ｂ棟 飲食店 213.76
建築面積：270.00㎡
構造：鉄骨造　階数：地
上１階

Ｃ棟 ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ 9,817.86
建築面積：9,051.80㎡
構造：鉄筋造　階数：地
上２階

15,117.05

43,784.87
2025T
001

（仮称）鎌倉市
梶原 計画 新
築工事

鎌倉市梶原字
古川240番3外
4筆梶原字外
耕地115番3一
部、115番6一
部

１．総合地所株式会社
代表取締役社長　梅津
英司
２．西日本鉄道株式会社
代表取締役　林田 浩一
３．ＪＲ西日本プロパ
ティーズ株式会社　代表
取締役　森 克明
４．積水化学工業株式会
社　代表取締役社長　加
藤 敬太
５．神奈川中央交通株式
会社　代表取締役　今井
雅之
６．三菱商事都市開発株
式会社　代表取締役　森
田 憲司

共同住宅・商業施
設の新築の為

【1】
総合評価：Ｂ＋以上
地球温暖化への配
慮 ライフサイクル
CO2排出率：80％以
下
ヒートアイランド現
象の緩和 スコア：
2.5以上
【27】
総合評価：Ｂ＋以上
地球温暖化への配
慮 ライフサイクル
CO2排出率：78％以
下
ヒートアイランド現
象の緩和 スコア：
3.0以上

2025/5/16 2029/6/15

延べ面積の合計（㎡）

2025T
002

（仮称）DPL相
模原Ⅱ新築工
事

相模原市中央
区南橋本４丁
目79番１ほか
18筆

大和ハウス工業株式会
社　南関東支社　執行役
員支社長　小島 由光

物流施設及び研究
所の新築

33,567.67

・住宅性能評価による断熱等
性能等級５を取得予定。（外
壁：吹付硬質ウレタンフォー
ム、屋根：硬質ウレタンフォー
ム保温板による断熱化を図
る）
・住戸に庇（バルコニー）及び
カーテンレールを設置し、日射
遮蔽に配慮する。
・潜熱回収型給湯器を導入す
る。
・共用部照明設備はタイマー
及びセンサーによる制御を行
う。
・LED照明設備を導入する。
・太陽光発電を導入する。

・住宅性能評価による断熱等
性能等級５を取得予定。（外
壁：吹付硬質ウレタンフォー
ム、屋根：硬質ウレタンフォー
ム保温板による断熱化を図
る）（再掲）
・住戸に庇（バルコニー）及び
カーテンレールを設置し、日射
遮蔽に配慮する。（再掲）
・緑化地域制度に基づいて、
緑化基準敷地面積の20％以
上の緑化を行う。
（共同住宅敷地：協定緑地面
積：6,015.87㎡）（約21.0％）
（商業施設敷地：協定緑地面
積：3,158.90㎡）（約20.7％）

駐車場：計849台（共同住宅用
453台　戸数日70％　商業施
設396台）
駐輪場：計1297台（共同住宅
用968台　戸数日152％　商業
施設329台）
バイク置場：計49台（共同住宅
用33台　戸数日5％　商業施
設16台）
を設置予定。

・共同住宅と商業施設の敷地
間に貫通通路を設置。
・緑化地域制度に基づいて、
緑化基準敷地面積の20％以
上の緑化を行う。（再掲）
（共同住宅敷地：協定緑地面
積：6,015.87㎡）（約21.0％）
（商業施設敷地：協定緑地面
積：3,158.90㎡）（約20.7％）

・アイドリングストップを励行す
る。

・LED照明設備
・潜熱回収型給湯器
・太陽光発電設備（定格出力
203.04kW）
・天然ガスコージェネレーショ
ンシステム

総合評価：Ｂ＋以上
地球温暖化への配
慮 ライフサイクル
CO2排出率：80％以
下
ヒートアイランド現
象の緩和 スコア：２
以上

2025/7/15 2027/7/31

延べ面積の合計（㎡）

2025T
003

（仮称）横須賀
市神明町計画

横須賀市神明
町58-7の一部

株式会社エスコン　代表
取締役　伊藤 貴俊

久里浜に住まわれ
る地域住民の需要
に応え、一層の地
域活性化を図る為、
開発事業により、イ
ンフラストラクチャー
を整備するととも
に、周辺環境に調
和した商業施設を
建設する。

36,667.61

・電力設備に代わり、太陽光
発電を利用したシステムを導
入する。
・熱源設備において、ヒートポ
ンプ利用設備を導入する。
・照明設備において、発光ダイ
オード（LED）利用設備を導入
する。
・高効率な冷暖房設備を導入
する。
・高効率な照明設備を導入す
る。
・有効な自然採光を確保す
る。
・有効な自然通風を確保す
る。
・建物外部からの熱負荷を低
減するため、建築の形態や方
位、コアの配置に配慮し、建築
計画を立案する。
・建築物の断熱化を図る。

・排熱のショートサーキットの
防止など、適切な設備の稼働
を図る。
・歩行者空間に配慮し、排熱
設備を設置する。
・建築物の高い位置や風通し
の良い場所等、熱が拡散しや
すい位置で排熱する。
・開発区域内の自然被覆化を
図る。
・自治体等が定める制度・基
準等を踏まえ、開発区域内の
緑化を図る。
・建築物の断熱化を図る。（再
掲）
・有効な自然通風を確保す
る。（再掲）
・開発区域内の舗装面積の最
小化を図る。
・自治体等が定める制度・基
準等に基づき、既存の樹木、
緑地の保全を図る。
・自治体等が定める制度・基
準等に基づき、開発区域内の
緑化を図る。
・日除けの設置や植樹等によ
り、日陰を形成する。

・自転車と歩行者の移動位置
を区分するなど、自転車の利
用環境を整備する。
・自転車が利用可能な通路等
を設置する。
・歩きやすく快適な歩道を整備
する。
・開発区域とその周辺地域の
交通を考慮した交通計画を作
成する。
・事業の目的・用途に応じ、必
要な駐輪場を整備する。
・歩行者が安全に通行できる
歩道を整備する。
・開発区域内の走行ルートを
指定する。
・荷捌き場を確保する。
・事業の目的・用途に応じ、必
要な駐車スペースを確保す
る。

・緑化基準を上回る敷地内の
緑化を図る。
・自治体等が定める制度・基
準等に基づき、既存の樹木、
緑地の保全を図る。（再掲）
・自治体等が定める制度・基
準等に基づき、開発区域内の
緑化を図る。（再掲）
・植栽帯、緩衝緑地帯を整備
する。
・開発事業によって生じた裸
地・造成法面等の緑化を図
る。

・二酸化炭素排出量の少ない
輸送手段を選択する。
・環境ラベルのついた建設資
材等のCO2排出量の少ない資
材を使用する。
・再生資材の利用および建設
廃棄物の再資源化を促進す
る。
・建設資材の調達において、
輸送距離の最小化や効率的
な輸送を図る。
・低燃費型・省エネルギー型の
建設機械等を採用する。
・車両、重機のアイドリングス
トップの推進など、省エネ運転
を実施する。
・建設機械（車両、重機等）を
適正に整備する。

・太陽光発電設備（定格出力
1571.13kw）（売電）
・LED照明設備

【Ａ棟】
総合評価：Ｂ−以上
地球温暖化への配
慮 ライフサイクル
CO2排出率：82％
ヒートアイランド現
象の緩和 スコア：
2.5
【Ｃ棟】
総合評価：Ｂ−以上
地球温暖化への配
慮 ライフサイクル
CO2排出率：80％
ヒートアイランド現
象の緩和 スコア：
2.5

2025/11/1 2026/9/30

延べ面積の合計（㎡）

2025T
004

（補正途中）

・LED照明設備を導入する。 ・景観調和エリア、景観創出エ
リア、防風エリア、建物・駐車
とみどりのエリア、既存樹・斜
面地エリアの５つのエリアを設
け、緑被率が10％以上になる
計画としている。
・発生源におけるガス又はば
いじんの濃度が、現行の排出
基準以下に抑えられている。

・駐車場、駐輪場を設置する。
・駐車場に電気自動車用充電
器を一部設けている。

・景観調和エリア、景観創出エ
リア、防風エリア、建物・駐車
とみどりのエリア、既存樹・斜
面地エリアの５つのエリアを設
け、それぞれが、建物・町と調
和を図るよう計画している。
（再掲）
・敷地周辺の風の状況を把握
し、敷地内の歩行者空間等へ
風を導く建築物の配置・形状
計画としている。
・駐車場にも緑を設け、一定の
緑陰を生み出している。

・極力廃棄物が少ない資材を
選定し、廃棄物の発生を削減
している。
・工事車両において、整備点
検を確実に行い排気ガスの抑
制を行っている。

・LED照明設備

延べ面積の合計（㎡）

【資料５-４】



特定開発事業の概要 温室効果ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容
再生可能エネルギー等の活用

に係る検討の結果

受付
番号

特定開発事業
の名称

特定開発事業
を行う土地の
位置及び区域

特定開発事業者
特定開発事業の目

的

特定開発事業
を行う区域の

面積（㎡）
棟番号 用途

延べ面積
（㎡）

備考 エネルギー使用の合理化
ヒートアイランド現象

の緩和
交通環境への配慮 緑の保全と創出 工事に係る配慮 導入予定設備

特定建築物に係る
地球温暖化対策の
措置の評価の目標

工事の着手予
定年月日

工事の完了予
定年月日

0.00

※１　再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果の表記の説明

　△：検討を行った設備

　●：検討を行い、導入を予定している設備

　◎：検討を行い、全量売電するために導入を予定している設備

※２　「再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果」の「その他設備」欄における表記の説明

　高効率空調設備：ヒートポンプ技術を用いた高効率の空気調和設備

　LPガス自動車：ディーゼル代替LPガス自動車

　コージェネ：コージェネレーションシステム（ガスエンジン給湯器及び燃料電池以外で、エネルギー消費効率の高いものに限る。）

　EMS：エネルギーマネージメントシステム（エネルギー消費量の計測、記録及び表示並びにエネルギー利用設備の制御を行う機能を有するものに限る。）

※３　「届出状況」の「変更届」欄における変更事項の表記の説明

　措置の内容：温室ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容

　再エネ活用検討：再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果に変更があった場合

　措置及び評価の目標：特定建築物に係る地球温暖化対策の措置及び評価の目標に変更があった場合

2025T
005

（補正途中）

延べ面積の合計（㎡）




